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　図21個々波の規格化された方向分布関数．点線と実線はそれぞれ式（64）と（65）を示す．
Fi＆21　Noエma1ized　diエectiona1spectra　estimated　by　the　individua1waves　method．
　　　　The　b正oken1ines　and　the　heavy1ines　indicated　Eqs、（64）and（65），respective1y・
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　図22方位角に対しての個々波の規格化された位相速度、
Fig．22　No正maユized　phase　speed　estimated　by　the　individua1wave　method・
々波の移動速度から，式（60）に従って流れの成分を取りのぞいた位相速度を規格化したもの
である．この場合流れは風向と直角になす方向に一様と仮定した．下図は規格化された一次
元位相速度分布である。流れの大きさは位相速度に比べて小さいので，方位角に対しての位
相速度分布にあまり影響を与えない．よって上図と下図の分布の相違は主として一次元位相
速度と二次元位相速度の相違によるものである．前者は主方向からずれるに従って一壁の
方へ向うに従って，より大きな位相速度になる傾向であるのに対して，後者は全く逆の傾向
になっている．後者すなわち二次元位相速度分布の方がより実体に近い分布と言える．なぜ
なら目視観測から，水槽の壁の方向へ進行する波は水路方向（風向方向）に進む波に比べて
より遅く進むことが認められるからである．またこの図より，一次元位相速度と二次元位相
一ユ90一
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速度の差がほとんど無視できるほど小さいこと（第4，2節）が説明される．それは大部分の
個々波が主方向に集中するためである．
5．結　　論
　もっとも少ない三本の波高計センサーによる風波の方向特性に関する算出法を，成分波法
と個々波法から研究した．成分波法として，Barber法とMobarek法を検討した．さらに
Mobarek法に関して，あらかじめクロス・スペクトル分布から成分波の主要進行方位角と
分散関係（位相速度分布）を求め，それらをもとに効果的に風波の方向分布関数を解析
する方法一Modified　Mobarek法を考えた．この方法は方向分解能に関してBarber法
より優れているが，方向分布関数の幅をきめるパラメータ△θをあらかじめ設定しなければ
ならない欠点を有している．これらの成分波法によって，次のことが定性的に示された．小
型風洞水槽で発達した風波は，sing1e　waveに類似した狭い方向分布関数をもつことであっ
た．成分波法についての結論として，三本の波高計センサーの測定にもとづく解析は成分波
の主要進行方位角に関して信頼性の高い結果を示すが，方向分布関数については定量的に期
待できる結果を示さないことである．このようなことから，今後成分波法に関してより効果
的な方法を研究する必要があると言える．
　個々波法による風波の方向特性の算出法は，Tokuda　and　Toba（1981）の方法を拡張し
て開発された．この方法は実際の水面の起伏の動きにもとづくために，成分波法で見られる
imaginary　peakを示さない．成分波法と同じ実験データを解析した結果，上述した成分波
法で定性的に示されたことがこの解析で定量的に示された．このようなことから，風波の方
向分布関数の特性を最小の波高計センサーで調べるための解析法において，個々波法はもっ
とも有効的な解析法の一つであると結論される．この方法の欠点としては，成分波法に比べ
て対応する個々波を見い出す作業とより長い記録を必要とすることにある．
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